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◎前回までのおさらい

平成25年度 池田市上下水道事業経営審議会 答申
水道：水道料金の改定

（メーター料の引き下げ、水道料金の改定、H30に6.4％程度の料金改定）
下水：下水道使用料の２段階改定

（H25に26.4％程度、H30に15.7％程度）

→H26.1 水道料金・メーター料の改定▲1.45％、下水道使用料の改定20.5％

平成29年度 池田市上下水道事業経営審議会 答申
R5に水道料金5％・下水道使用料10％の改定を仮定することで、財源目標である計画期間最終年度のR9に
おける損益⿊字の確保、資金の確保を⾒込み、経営戦略を策定

※H25審議会答申におけるH30の料金・使用料改定については、大口使用者等からの収益が増加していたた
めR5に改定を仮定し、R4の審議会の経営戦略の⾒直しの中で改めて審議することとなった。

令和4年度 池田市上下水道事業経営審議会 諮問
水道料金・下水道使用料の改定を含めた経営戦略の⾒直しが必要

【H29経営戦略策定時に想定していなかった事項】
・R1豊能町の大阪広域水道企業団統合に伴う送水量の減少による収益の減（水道）
・R2大阪国際空港の地下水移行に伴う使用量減少による収益の減（水道）
・R2以降、コロナ禍等による大口使用者の使用量減少による収益の減（水道・下水）

・池田市上下水道事業経営審議会の開催経緯
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◎財政の現状と将来予測（水道事業）

4

◎前回までのおさらい

企業債充当率をR5より75％から100％へ引き上げ
⇒内部留保資金は蓄積されるが、企業債残高が増加傾向

現行の経営戦略においてR5に平均改定率5％の料金改定
を仮定

・収益は減少傾向、老朽化に伴う費用は増加
・大口使用者の使用状況が経営に大きな影響を与える

料金改定
5％

料金改定
5％

企業債充当率を75％に据え置くことで借入を抑制
⇒一定の内部留保資金を確保し、企業債残高を抑制

現
行
の
経
営
戦
略

改
定
案 ・料金改定率は５％（現行の経営戦略どおり）

・基本料金及び従量料金の見直し
⇒水需要の増減に影響されにくく、安定的な経営を

めざす
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◎前回までのおさらい
・財政の現状と将来予測（水道）



◎財政の現状と将来予測（下水道事業）

5

◎前回までのおさらい

現行の経営戦略においてR5に平均改定率10％の料金改
定を仮定

・収益は減少傾向、老朽化に伴う費用は増加
・大口使用者の使用状況が経営に大きな影響を与える

料金改定
20％

料金改定
10％

下水道事業は交付税措置があるため、企業債充当率は
100％（事業費から国庫補助金除いた全額を借入）

現
行
の
経
営
戦
略

改
定
案

・使用料改定率は10％から20％に見直し
⇒純利益の計上が可能

・基本料金及び従量料金の見直し
⇒水需要の増減に影響されにくく、安定的な経営を

めざす

10％の料金改定では、純利益の計上は困難
⇒改定率の⾒直しが必要

企業債充当率は100％
（地方財政措置の動向を注視し、今後の検討課題）
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◎前回までのおさらい
・財政の現状と将来予測（下水）



①投資・財政計画について
①−３ 財源構成の検討（料金・企業債のバランス）

水道事業会計 R5〜R9 起債充当率100％（現行経営戦略） 水道事業会計 R5〜R9 起債充当率75％とした場合

料金改定
5.0％

料金改定
5.0％

◎前回までのおさらい （企業債と内部留保資金の関係）

※施設整備事業の全額を借り入れる場合 ※施設整備事業の75％を借り入れる場合

75％を借り入れた場合
残りの25％は自己資金
（内部留保資金）を使う
ため、内部留保資金は充
当率100％の場合と比べ
て13億9900万円の減少

内部留保資金は純利益や
減価償却費などで構成。
（純利益や減価償却費
が貯まっていくことで増
えていく。）
減価償却費は企業債の
償還元金に充てられる
（赤字になれば、本来、
確保すべき減価償却費が
不足するため、償還に充
てる財源が不足すること
になる。）

内部留保資金を使い借入
額を抑えることにより、
企業債残高は充当率100
％の場合と比べ、14億
1700万円減少。

左のグラフと比べて、
損益が改善している理由
は借入額を抑えたことに
より利息が減少した影響

純利益を確保するために
はR5に改定率5％の料金
改定が必要。
最低限必要な内部留保資
金（約15億円）と企業
債残高のバランスをとる
ためには充当率75％が
最適。

内部留保資金が減少する
ことにより、R10以降の
想定される料金改定率は
上昇する⾒込み。
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◎今回のポイント
〈水道料金改定の方針〉

※用途別料金…使用用途（一般用、湯屋用、臨時用）により区分し、料金を賦課する料金制度。
※口径別料金…各需要者の給水管や水道メーターの口径の大きさにより区分し、料金を賦課する料金制度。
※逓 増 型…使用水量が増加するに従い単価が上がる制度。水道事業者の多くが採用。
※基 本 水 量…設定した一定水量を付与することで、その範囲内での使用に対して定額の基本料金のみを負担させるもの。

・基本料金収入の割合を高め、安定的な企業経営を行いやすくするため
基本料金を「用途別料金」から「口径別料金」へ変更する。

・メーター料は基本料金に含める。

・基本料金を値上げする一方で、従量料金の最高単価を引き下げ、逓増度を緩和する。
（少量使用者への配慮と逓増度の緩和のバランスをとる）

・基本水量は現状と同様の８㎥で設定。

⇒全体で５％の改定率とする。

・基本水量は現状と同様の８㎥で設定。

・単価格差に配慮しながら、使用水量に応じた負担を求める。
（少量使用者への配慮と逓増度の緩和のバランスをとる）
⇒全体で20％の改定率とする。

〈下水道使用料改定の方針〉
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例）口径50㎜の場合
〈現⾏〉
   710円（基本料金）
   +2,000円（メーター料）
     2,710円

〈改定〉
   8,000円（基本料金のみ）
     ↓

実質差額5,290円

【基本料金の比較方法】
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7

１．水道料金と下水道使用料の改定について
〈改定による影響額〉

２０㎜ ５０㎜ １００㎜

８㎥／月

（基本水量）
30㎥／月

（４人家族）
1,000㎥／月

（店舗など）
10,000㎥／月

（工場など）

径口

使用
水量

760円／月 4,460円／月 357,260円／月 3,697,260円／月
現行
料金

800円／月

（+40円／月）
4,650円／月

（+190円／月）
353,950円／月

（△3,310円／月）
3,685,950円／月

（△11,310円／月）
改定後
（差額）

【水道料金】

470円／月 2,080円／月 170,490円／月 2,024,490円／月
現行
使用料

540円／月

（+70円／月）

2,536円／月

（+456円／月）

211,226円／月

（+40,736円／月）

2,344,226円／月

（+319,736円／月）
改定後
（差額）

【下水道使用料】

※１ヵ月当たりの金額。税抜き。

※現行料金はメーター料含む
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２．水道料金の改定について
 〈モデルケースにおける改定の影響額〉

※１ヵ月当たりの金額。税抜き。
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参考資料４（水道事業料金改定案における原価割れの状況）
給水原価176.20円（令和２年度決算）…１㎥の水道水を作る際にかかる費用

⇒改定案では原価割れしている区分が減少。

〈現行〉 75 150 205 270 315 352 361 366 371 371

メーター料 基本料金 0〜8㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 500㎥ 1000㎥ 5000㎥ 10000㎥
50 13㎜ 760 95 91 121 149 179 206 279 345 355 368 369
50 20㎜ 760 95 91 121 149 179 206 279 345 355 368 369
70 25㎜ 780 98 93 122 149 180 207 279 345 355 368 369

200 30㎜ 910 114 106 128 154 183 209 281 345 355 368 369
300 40㎜ 1,010 126 116 133 157 185 211 282 345 356 368 369

2,000 50㎜ 2,710 339 286 218 214 228 245 299 349 357 368 370
2,300 75㎜ 3,010 376 316 233 224 235 251 302 349 358 368 370
3,000 100㎜ 3,710 464 386 268 247 253 265 309 351 358 368 370

12,000 150㎜ 12,710 1,589 1,286 718 547 478 445 399 369 367 370 371
12,000 250㎜ 12,710 1,589 1,286 718 547 478 445 399 369 367 370 371

〈改定案〉 75 155 215 260 300 330 350 360 360 360

基本料金 0〜8㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 500㎥ 1000㎥ 5000㎥ 10000㎥
13㎜ 800 100 95 125 155 181 205 268 334 347 357 359
20㎜ 800 100 95 125 155 181 205 268 334 347 357 359
25㎜ 1,000 125 115 135 162 186 209 270 334 347 357 359
30㎜ 3,000 375 315 235 228 236 249 290 338 349 358 359
40㎜ 4,000 500 415 285 261 261 269 300 340 350 358 359
50㎜ 8,000 1,000 815 485 395 361 349 340 348 354 359 359
75㎜ 30,000 3,750 3,015 1,585 1,128 911 789 560 392 376 363 362
100㎜ 100,000 12,500 10,015 5,085 3,462 2,661 2,189 1,260 532 446 377 369
150㎜ 400,000 50,000 40,015 20,085 13,462 10,161 8,189 4,260 1,132 746 437 399
250㎜ 650,000 81,250 65,015 32,585 21,795 16,411 13,189 6,760 1,632 996 487 424
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２．水道料金の改定について
〈水道事業料金改定案における原価割れの状況〉
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7

１．水道料金と下水道使用料の改定について
〈改定による影響額〉

２０㎜ ５０㎜ １００㎜

８㎥／月

（基本水量）
30㎥／月

（４人家族）
1,000㎥／月

（店舗など）
10,000㎥／月

（工場など）

径口

使用
水量

760円／月 4,460円／月 357,260円／月 3,697,260円／月
現行
料金

800円／月

（+40円／月）
4,650円／月

（+190円／月）
353,950円／月

（△3,310円／月）
3,685,950円／月

（△11,310円／月）
改定後
（差額）

【水道料金】

470円／月 2,080円／月 170,490円／月 2,024,490円／月
現行
使用料

540円／月

（+70円／月）

2,536円／月

（+456円／月）

211,226円／月

（+40,736円／月）

2,344,226円／月

（+319,736円／月）
改定後
（差額）

【下水道使用料】

※１ヵ月当たりの金額。税抜き。

※現行料金はメーター料含む
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３．下水道使用料の改定について
 〈モデルケースにおける改定の影響額〉（再掲）

※１ヵ月当たりの金額。税抜き。
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（改定後）
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参考資料４（下水道使用料改定案における原価割れの状況）

汚水処理原価83.68円（令和２年度決算）…１㎥の汚水を処理する際にかかる費用

⇒改定案では原価割れしている区分が減少。

〈現行〉 35 69 85 103 123 139 163 188 206 206

基本料金 0〜8㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 500㎥ 1000㎥ 5000㎥ 10000㎥
470 59 54 62 69 78 87 113 153 170 198 202

〈改定案〉 43 86 105 127 152 172 202 233 237 237

基本料金 0〜8㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 500㎥ 1000㎥ 5000㎥ 10000㎥
540 68 63 74 85 95 107 139 189 211 232 234
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３．下水道使用料の改定について
〈下水道使用料改定案における原価割れの状況〉
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参 考 資 料



（1ヶ月当たり)　税抜

市名 池田市（改定案） 豊中市 茨木市 摂津市

適用年月日 － H22.11.1 H22.10.1 H22.10.1

13 800 (50) 760 500 (25)

20 800 (50) 760 850 (50)

25 1,000 (70) 760 1,350 (50) 1,380

30 3,000 (200) 920 1,350 (100) 6,400

40 4,000 (300) 1,160 26,000 (125) 6,400

50 8,000 (2,000) 1,700 42,000 (850) 11,300

75 30,000 (2,300) 3,860 120,000 (1,000) 30,600

100 100,000 (3,000) 6,020 250,000 (1,150) 59,200

150 400,000 (12,000) 17,910 620,000 (2,050) 158,000

200 － － 40,180 3,000,000 － 316,000

250以上 650,000 (12,000) 71,070 － － －

公衆浴場用 － 一般用に準じる 一般用に準じる 5,600 15,000

臨時用 － － 一般用に準じる 1,200 8,000

備　考 （　　）内は、メーター料

一般用水量㎥ 小口径(～25) 中口径(～50) 大口径(～250) 小口径(～25) 大口径(～200)

1～8 20 （6㎥まで) 0 60 60（6㎥まで) 10 135 55 （8㎥まで59)　139

9～10 75 75 20 40 60 60 25 135 55 126

11～20 155 150 131 140 200 200 135 135 80 168 145

21～30 215 205 211 200 200 200 195 195 130 192 175

31～40 260 270 268 250 250 290 215 215 170 230 255

41～50 300 315 268 250 250 290 215 215 200 230 255

51～100 330 352 338 290 290 290 270 270 220 255 330

101～300 350 361 377 290 290 290 270 270 240 285 370

301～500 350 361 377 330 330 330 320 320 240 320 370

501～1000 360 366 421 330 330 330 320 320 250 355 385

1001～　　　 360 371 421 330 330 330 340 340 250 355 415

公衆浴場用

1～300 60 基本料金 基本料金

301～2000 89 （1000㎥まで）75

(1001㎥から）150

2001～　　　 113 (2001㎥から）220

臨時用1㎥につき 700 700 565 450 135～670 500 800

360/950*10 371/860*10 421/960*10 (小口径) 330/1150*10 (小口径) 340/850*10 250/1400*10 355/938*10 415/1076*10

3.79 4.31 4.39 2.87 4.00 1.79 3.78 3.86

（令和4年3月1日）

6㎥まで
680

－

－

4,900

北摂各市水道料金表

項目
池田市（現行） 箕面市

H26.1.1 H30.7.1

一般用に準じる （101㎥から）80
52

（3㎥から）600

基
本

料
金

8㎥まで
710

8㎥まで
686

75

2,700

逓増度算式

逓増度

59,800

162,110

313,300

－

8,631

－

従
量

料
金

60 60

吹田市

R2.4.1

900

990

1,250

1,500

31,000

126,000

280,000

512,000

990

一般用に準じる

6,630

13,260

30,55011,000

高槻市

H30.7.1

690

690

690

3,640
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参考資料１ 北摂各市水道料金表



（1ヶ月当たり)　税抜

池田市（改定案） 池田市（現行） 豊中市 吹田市 高槻市 茨木市 箕面市 摂津市

適用年月日 － H26.1.1 H22.11.1 H16.3.1 H13.12.1 H29.4.1 H28.4.1 H19.10.1

基本水量 8 8 10 10 8 6

料金 540 470 422 683 767 500 578 570

一般用水量m3

1～8 10 37 （7～）95

9～10 43 35 10 37 78 （7～）95

11～20 86 69 77 78 102 98 96 114

21～30 105 85 97 96 169 126 112 144

31～40 127 103 97 115 169 144 128 166

41～50 152 123 97 115 169 150 128 166

51～100 172 139 116 145 198 189 146 185

101～300 202 163 143 145 198 206 167 205

301～500 202 163 143 174 239 206 192 205

501～1000 233 188 183 174 239 225 220 215

1001～ 237 206 225 224 274 225 220 260

公衆浴場用

基本料金 一般用に準じる

従量料金 11 11 19 25 30 23 20 下記の通り

（水質使用料） (1～1000)26

BOD負荷25 (1001～2000)78

SS負荷36 (2001～)130

臨時用1m3につき 225

逓増度算式 237/626*10 206/540*10 225/522*10 224/683*10 274/767*10 225/870*10 220/734*10 260/950*10

逓増度 3.79 3.81 4.31 3.28 3.57 2.59 3.00 2.74

10m3税抜 626 540 522 683 767 870 734 950

（令和4年3月1日）

北摂各市下水道使用料表
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参考資料２ 北摂各市下水道使用料表



参考資料１（水道料金近隣市比較）

府下33市中の順位（安い方から）
〈現行〉 〈改定後〉

20㎥…13番目 ⇒ 20㎥…18番目
10㎥…  7番目 10㎥…11番目
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参考資料３ 水道料金近隣市比較



参考資料１（下水道使用料近隣市比較）

府下33市中の順位（安い方から）
〈現行〉 〈改定後〉
20㎥…2番目 ⇒ 20㎥…4番目
10㎥… 2番目 10㎥…3番目
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参考資料３ 下水道使用料近隣市比較



参考資料１（水道料金・下水道使用料近隣市比較）

府下33市中の順位（安い方から）
〈現行〉 〈改定後〉

20㎥…3番目 ⇒ 20㎥…3番目
10㎥… 1番目 10㎥…3番目
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参考資料３ 水道料金・下水道使用料近隣市比較



〈水道〉
企業債充当率を
75％に据え置

くことで、企業
債残高の増加

を抑制

充当率を75％に据え置き

約14億円減少

〈下水〉
地方交付税措置
を勘案し、企業
債充当率は100

％を維持

事業収益対企業債残高比率の推移（水道）

事業収益対企業債残高比率の推移（下水）

実績← →予測

実績← →予測

※事業収益対企業債残高比率・・・事業収益に対する企業債残高の割合を示す指標であり、企業債が収入規模に⾒合ったものであるかを図る指標。

参考資料４（経営指標の推移①）

- 31 -

参考資料４ 経営指標の推移①



参考資料４（経営指標の推移②）

料金改定 水道5％
使用料改定 下水20％

料金改定 水道5％
使用料改定 下水20％

経常収支比率の推移

料金回収率・経費回収率の推移

実績← →予測

実績← →予測

※経常収支比率・・・料金・使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標。
※料金回収率・・・給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表す指標。
※経費回収率・・・使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表す指標。
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参考資料４ 経営指標の推移②



参考資料４（職員数の推移）

H27年7月 浄水場夜間運転監視業務の委託
年間効果額：26,000千円

H29年4月 料金徴収等業務の委託
年間効果額：21,000千円

（人）（千円） （人）（千円）

下水 管渠費 処理場費 総係費 合計
H26 4 8 4 16
H27 5 9 7 21
H28 7 8 6 21
H29 7 6 6 19
H30 10 6 6 22
R1 10 6 6 22
R2 9 6 7 22

水道 浄水費 配水費 給水費 業務費 総係費 合計
H26 23 7 1 13 12 56
H27 18 7 2 11 12 50
H28 16 7 2 10 12 47
H29 17 7 2 4 12 42
H30 17 6 2 4 9 38
R1 17 5 3 4 8 37
R2 18 6 2 3 8 37
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参考資料５ 職員数の推移



参考資料３（下水）参考資料６ 管路の更新状況（水道）

着実な更新
を実施

Ｒ２年度末

Ｒ９年度末
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参考資料３（下水）参考資料６ 管渠の更新状況（下水）

着実な更新
を実施

Ｒ２年度末

Ｒ９年度末
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